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19.不整合 の解消方法 
工事で現場内利用を行った場合、システム上で 2 か所入力する必要があります。 

入力が片方しかない場合、不整合メッセージが発生します。 
 
現場内利用とは現場内で発生した資材をそのまま再利用することです 

 例えば、土を掘削した後に同じ現場に埋め戻した場合等が該当します 

 

チェックリストの発生個所が「様式 1」の場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現場内利用を行っていない場合の解消方法 

  

建設資材利用のうち、                ,、       、       のうち 

いずれかを確認すると供給元種類を「現場内利用」としたデータが入力されています。 

データそのものが不要である場合は     ボタンをクリックします。 

削除した後にチェックリストでメッセージが消えていることを確認してください。 

供給元種類を変更する場合は     ボタンをクリックします。 

   

 

 

 

 

 

建設資材利用に現場内利用の入力があり、 
建設副産物搬出には現場内利用の入力がない状態です。 

建設副産物搬出に情報の入力が必要です。 
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      ボタンをクリックすると以下の画面が開きます。 

黄色枠内は、工事で利用する資材をどこから搬入したか、供給元の情報を入力します。 

供給元種類は現場内利用以外の該当するものを選択し、更新をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

もう一度チェックリストを確認し、不整合が表示されないことを確認してください 

 

 

   現場内利用を行った場合の解消方法 

  

建設資材利用のうち、                ,、       、       

いずれかを確認すると搬出先種類を「現場内利用」としたデータが入力されています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  供給元が「現場内利用」になっている場合、建設副産物搬出にも入力が必要です。 



 建設副産物搬出の       、      もしくは 

        

 のうちいずれか、該当するものをクリックします。 

 

※建設資材利用で確認した資材の 
該当する項目を選択します 

 

 現場内利用の入力がありません。 

 右側の     ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

 入力画面が開いたら用途と(B)利用量に情報を入力し、    をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後にもう一度チェックリストを確認し、 

不整合が表示されないことを確認してください 

 

 

 

 

 

 

  

チェックリストの発生個所が【砕石・アス混】の場合は、建設副産物搬出の「コンクリー

ト塊」か「アスファルト・コンクリート塊」へ、【土砂】の場合は「第一種建設発生土」～ 

「第四種建設発生土」、「浚渫土以外の泥土」、「浚渫土」の中から該当する項目へ 

入力する必要があります。 



1 

 発生個所が「様式 2」の場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

   現場内利用を行っていない場合の解消方法 

建設副産物搬出の       、      もしくは 

          

のうちいずれかを確認すると現場内利用の用途と（B）利用量が入力されています。 

 右側の 

     ボタンを 

 クリックします。 

 

 

 

 
 
 
 

 

 用途は空欄に、利用量と改良分には”0”を入力し、更新をクリックします。 
         

 

 

 

 

もう一度チェックリストを確認し、不整合が表示されないことを確認してください 

建設副産物搬出に現場内利用の入力があり、 
建設資材利用には現場内利用の入力がない状態です。 

建設資材利用に情報の入力が必要です。 
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現場内利用を行った場合の解消方法 

 

建設副産物搬出の       、       もしくは 

        

 のいずれかを確認すると 

現場内利用の欄に 

データが入力されています。 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

  次に建設資材利用の、        、       、       のうち 

いずれか該当する項目をクリックし     をクリックします。 

 

 

 

 

 

 
 

 

  基本的な情報を入力、供給元種類を「現場内利用」とし、    をクリックします。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 もう一度チェックリストを確認し、不整合が表示されないことを確認してください 

 
チェックリストの発生個所が【アス・コン塊】、【コンクリート塊】の場合は、建設資材利

用の「アスファルト・コンクリート」か「砕石」へ、【建設発生土】の場合は「土砂」へ、 

入力する必要があります。 


